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「2005年愛知万博から
2025年大阪・関西万博へ」

2024年ESD21「会員例会」
＆特別講演会「ICTを賢者に学ぶ」

2024年11月14日

ESD21会員 田中 憲二



田中 憲二（タナカケンジ）
１）略歴
・1974（昭和49）年3月 名古屋工業大学土木工学科卒業
・1974（昭和49）年4月 清水建設株式会社入社

（東京本社土木部門配属）
・1977（昭和52）年11月 ㈱むつ小川原総合開発センター
（出向）・石油国家備蓄基地の基本計画をまとめる

・1980（昭和55）年4月 清水建設株式会社（土木設計部）
・住宅団地開発・土地区画整理 ・まちおこし計画

・1996（平成8）年10月 全国公募で選考され、
長久手町役場21世紀課長に就任

・1999（平成11）年4月 町長公室長兼愛知万博推進室長
・2007（平成19）年11月 建設部長
・2012（平成24）年4月～2021年12月 株式会社エステム

営業企画部長、総務部長等歴任
・2022年1月～田中まちづくり企画事務所設立

２）講師等
名古屋工業大学社会開発工学科

2017（平成29）年～令和元年・PBL演習講師
愛知工業大学土木工学科（小池研究室）
・2019年9月～2023年3月 非常勤講師（建設行政：官民連携）
３）主な資格
・技術士（建設部門：都市および地方計画）
・一級建築士
・土地区画整理士、一級土木施工管理士
４）参加団体等
・CE技術の会（企画委員）・CRN研究会（監事）
・NPO本丸ネットワーク（理事）
・科学技術交流団体（学識会員）
・ESD21 ・土木学会・都市計画学会・下水道協会

講演者略歴
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2005 һ ˢһʾ Ẕ ˣ



2005年3月25日

4

2025年国際博覧会（万博）の開
催国を決める博覧会国際事務
局（BIE）総会が2018年11月23
日、パリで開かれ、日本時間24
日未明に行われた加盟各国の
投票で日本（大阪）が選ばれた。
大規模な万博としては05年の愛
知以来で、大阪では1970年以
来55年ぶりの開催となる。過去
の万博の開催実績や運営能力
の高さなどが評価され、3カ国に
よる争いを制した。

2025年大阪関西万博

ᵫᵓ꜠ʿ ╖ֲ

2025 ⁯∑ ᵓẸᵓψ ∫ʾḩ χ
῝꜠ϺажϼЌ˔χһ ψˮЬаϼЬаϼ(ֽʿ
MYAKU-MYAKU)˯

2005年愛知万博（愛・地球博）
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ІЌЅϷЅУзχ ᵦḢϬᶚΰϛϥˮЅУзО˔ϼ˯Υ11Ὦ1 ʺ
һ ᾉ Ẇ︣◕χһʾ Ẕ Ṝ ה῝ τϷ˔Фрβϥʻ χ
31 τψṜ ꜠ Υ“ϩϦʺО˔ϼχ Ϭיּ ϛϥẋ≤ῄ ḗ
ϣΥГ˔ФϸАЕϬΰοᵫהϬ μθʻ

אּ˲ ˳ЅУзО˔ϼπṜ ꜠
Ϸ˔Фрβϥχψˮ χẅ˯ˮЅУзχ ᾫ˯ˮςϭςά
˯χ3ϵзϯʻЅУзֳᵊτ οΨϥὺ Ϭ™ᾝΰʺήϘίϘ

σϺажϼЌ˔Ϭ ꜘΰθ☼ πʺ τψˮϜχχΪχ ˯
ˮ χ ˯χ2ϵзϯϜ῝ᵫήϦϥʻ
ᾉΥ ⱧỘ 340ᴑדϬΤΪο ΰʺІЌЅϷЅУзρ

ΥẶזּ ⱢβϥᵓּזΥḚ ְ֫Ϭ ΞʻṜ ꜠ π
ⱧψˮЅУзρΜΞ ᵦ ЀрГрБϬ Ϥ₅ϙʺ₈Ϙπ

τσΜʺ ΥᾹϦϥ῝הΥπΦθ˯ρΚΜήνΰθ

ЅУзО˔ϼϷ˔Фр 2022 11Ὦ1

ЅУзО˔ϼχ τψ340ᴑדˢῬⱧ χϙˣχ ΥΤΤμοΜ
ϥΥʺ ᾕ ψσΜʻ χ ▀ᴣᶊχ σςχЮзАЕ?ϜΚ
ϥΥʺῖ ₤╛τ βϥ ψ2005 χһʾ Ẕ τ ϓο
μοΜϥʻ₈ῇ χ Ϝ―ΠσΨοψσϣσΜʻ

2005 һ ˢһʾ Ẕ ˣ



πᵫ℗ήϦθ︠σ⁯∑ ᵓ

1970年 日本万国博覧会（大阪万博）（大阪府）
1975 ᴏ ⁯∑ᵤ ᵓˢᴏ ᵤ ˣˢᴏ ᾉˣ
1985 ⁯∑ᴬᶘṪ ᵓˢνΨω ˣˢ ᾉˣ
1990 ⁯∑ᴸρ χ ᵓˢᴸ ˣˢ ∫ ˣ
2005 2005 ⁯∑ ᵓˢһʾ Ẕ ˣˢһ ᾉˣ

⁯∑ ᵓᵫ℗χ ӽϒχὊↄ῟ᴮ

1851.05.01-1851.11.11

ṇ ṇ 1853.07.14-1854.11.01

1855.05.15-1855.11.15 Ḭ ︣

1862.05.01-1862.11.1 צּ

1867.04.01-1867.11.03 ṡ Ṣṡ Ṣṡ Ṣּצ

ṇ 1873.05.01-1873.10.31 ︡

1876.05.10-1876.11.10 100

1878.05.01-1878.11.10 ḭ ḭ

1880.10.01-1881.04.30 Ḭ

1888.04.08-1888.12.10 Ḭ

100 Ḭ

ṕ Ṗ

1893.05.01-1893.10.30 400 Ḭ

1897.05.10-1897-11.08 Ḭ

Ḭṥ1800 ṦḬḬ

1889.05.05-1889.10.31

1970.03.15-1970.09.13 Ṣ

ṇ 1974.05.04-1974.11.03 ṡ קּ Ṣ

1975.07.17-1976.01.18 ṡ Ṩ ךּ︡ Ṣ

1982.05.01-1982.10.31 ṡ ṇ Ṣ

ṇ 1984.05.12-1984.11.11 ṡ Ṩ Ṣ

1985.03.17-1985.09.16 ṡ ḭ ḭ Ṣ

ṇ ṇ 1986.05.02-1986.10.13 ṡ שּ ḭ לּטּ Ṣ

1988.04.30-1988.10.30 ṡ ṇṢ 200

ṕ Ṗ1990.04.01-1990.09.30
ṡ Ḭ21נּ

וֹ ךּ טּ ︣Ṣ

1992.04.20-1992.10.12 ṡ Ṣ 500

1992.05.15-1992.08.15 ṡ ṇḱ Ṩ Ṣ

ṕ Ṗ 1993.08.07-1993.11.07 ṡ ךּ︡ Ṣ

1998.05.22-1998.09.30 ṡ Ṩ Ṣ

 登録博覧会  認定博覧会

開催期間  6週間以上6か月以内  3週間以上3か月以内 

 会場規模は25ヘクタール以内で、
一つの参加国に割り当てられてい
る面積は1,000平方メートル以内。

 認定博覧会は二つの登録博覧会
の間に一回だけ開催できる。 

ハノーバー万国博覧会（200年・ド
イツ）160ha 1,810万人
愛・地球博（2005年・日本）173ha
2,100万人  

　サラゴサ国際博覧会（2008年・ス
ペイン）

上海国際博覧会（2010年・中国）
328ha 7,308万人

　麗水（ヨス）国際博覧会（2012年・
韓国）

ミラノ国際博覧会（2015年・イタリ
ア）200ha 2,150万人

　アスタナ国際博覧会（2017年カ
ザフスタン）

特徴
 二つの登録博覧会には少なくとも
5年以上の間隔を置く。

開催実績

BIE（博覧会国際事務局）の承認のもと、国際博覧会条約に基づき開催される国際
博覧会。登録博覧会と認定博覧会の2種類があります。

ᴏ ᵤ ψ ᶘ Ộῇʺ 2 τᵫ℗ήϦʺ ϛοᾋᶘ
ΰθ ᵓπʺζϦӟ‭ṐᵓΥΚϥθότᶆ ᵓϬᾋοΦθʻ
ϯϼϯЪзІ (Aquapolis ) ψʺᴏ ⁯∑ᵤ ᵓˢᵤ ʺ

1975 7Ὦ19 - 1976 1Ὦ18 ˣπ Υ ΰθˮ
ἷ ꜠ᵤ   ˯ πʺ
ṵ ♃ψ2005 һ χ ›ФкДг˔Ђ˔χԁ πΚμθʻ
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万博はインフラ整備型のイベントか
国家的イベント開催に伴い、多くの関連公共事業
（インフラ等）が必要になる。

2005年愛知万博（愛・地球博）の開催に照準をあ
わせ、中部国際空港（セントレア）が2005年2月に
開業し、3月には、万博会場への交通手段として愛
知高速交通の常伝導磁気浮上型リニアモーラー
カー（愛称リニモ）が運転を開始、同月東海環状自
動車道も名古屋市と岐阜県関市間の７３キロが一
気に開通した。
このような「イベントとインフラ整備」は、東京オリ
ンピック以降も変わっていない。
経済効果や建築・土木事業に関わる企業が活況
を呈してきたが、近代の万博では建築物は仮設で
あり、愛知万博のホールやパビリオンは迎賓館（現
記念館）などごくわずかしか残っていない。1964年
のオリンピックの施設はまだ残っていることに比べ
遺産としては寂しい。（ヨーロッパにはかつての万
博の遺産が多く残っている。）
但し、多くの交通インフラはこうした機会で整備さ
れることも世界各地でよくあることで、2010年上海
万博やミラノ万博でも同様である。要するにいかに
遺産をその後のまちづくりに生かしていくかが勝負
である。

ЈрЕйϯ

大規模イベントでの整備するインフラ
は交通網の整備（観客輸送）と基盤整
備（造成、上下水等）

2005年愛知万博のインフラ整備

⁯∑ ᵓᵫ℗χ ӽϒχὊↄ῟ᴮ



出典：愛・地球博の経済効果に関する評価報告書2005年11月
財団法人2005年日本国際博覧会協会 株式会社ＵＦＪ総合研究所

愛・地球博での経済効果は
地域と広域での検証がなさ
れているが、準備段階から
の建設投資が多額であり、
ほとんどのインフラは現在
も地域の活性化に役立って
いることが実感される。

建設関連支出
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⁯∑ ᵓᵫ℗χ ӽϒχὊↄ῟ᴮ



2015 Ⱶꜝⱡ ─
2015 Ⱶꜝⱡ
2015 5 1 10 31 (184 )

▬♃ꜞ▪ Ⱶꜝⱡ
ⱴכ♥ ⌐ ╩⁸ ⌐◄Ⱡꜟ◑כ╩

Feeding the Planet, Energy for Life

110ha

140ﬞ
2,00

◘▬♩ http://www.expo2015.org/ ꜞfi◒

2008 ІЧϱрЂжЁЂ 2010 ᵤ
2015 ЬжЛ ˙2017 ϯІЌЗ ˙2020
ЖНϱ
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2015年10月31日に閉幕した「2015年

ミラノ国際博覧会」では、日本館は展
示デザイン部門で「金賞」を受賞した。

日本館では、食・食文化やクール
ジャパン等を紹介し、228万人の来館

者をお迎えした。この受賞では展示
内容について、自然と技術の「調和」
という点が評価された。（記事）

2017 ϸЃТІЌ
рϯІЌЗ

2020 ЖНϱ ̠2021 10Ὦ˙2022 3Ὦ

ЖНϱ ʺНЕрψⱳχ ∫ϒ
ЀкЗᴞπ2200

ṷ ∫ Ⱨʺ
ӻ ∫◕ Ϝ
꜠τ╥ᴥ

2005 һ ӟ‭χ

2020年ドバイ万博



ϯІЌЗψ⁷ ṙ ♃ΥˮϸЃТІЌр
⁯∑ЀрЧ˯1998 10Ὦ6 τ1ӡπ ΰ
θ ФжрτṁξΦᵫ ήϦοΜϥʻҜ
⁷ ήϭψ ᾥᴒϠΤϤχὺ ᴪιΥІϾ˔
иΥ ΦΜʻ

黒川紀章が描いた未来都市 カザフスタンアスタナ

Ḭπχ ꜘОКи
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ЯІϼϬ Ϛᵹ ϙ

2005 һ ӟ‭χ



͎͎͌͌ЖНϱ
Ḭ

2025 ∫ʾḩ PRЀ˔З˔

ІЄк˔Υ2Ⱳḧ
κ
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2020 ЖНϱ
̠2021 10Ὦ˙2022 3Ὦ

2005 һ ӟ‭χ



ドバイメトロ
三菱商事、三菱重工業、大林組、鹿島建設、トルコのYapi 
Merkezi社の計5企業によるジョイントベンチャーにより受注され
た。シーメンス、アルストム、ボンバルディアの各グループを斥
けての受注であった。当初の計画での総予算は3000億円で
あったが、度重なる計画変更により最終的には7200億円にも達
すると報道された出典: ウィキペディア
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多くの万博では鉄道と道路整備が同時に

田中撮影

2005 һ ӟ‭χ



開催まであと150日

2025 ∫ʾḩ πםᾝβϥάρ
出典：2025年大阪・関西万博
大阪府・大阪市チラシ
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2025 ∫ʾḩ πםᾝβϥάρ

14出典：日本経済新聞



国連が掲げる「SDGs（持続可能な開発目標）」達成の目標年である2030年まで残り5年となる2025年は、
実現に向けた取り組みを加速するのに極めて重要な年。
2025年に開催される大阪・関西万博は、SDGsを2030年までに達成するためのプラットフォームに。

日本の国家戦略「Society 5.0」とは、サイバー空間（仮想空間）とフィジカル空間（現実空間）を高度に融合さ
せたシステムにより、経済発展と社会的課題の解決を両立する、人間中心の社会です。狩猟社会、農耕社会、
工業社会、情報社会に続く、新たな社会を指す。
IoT（物のインターネット）、AI（人工知能）、ロボティクス、ビッグデータ、バイオテクノロジーといった技術により
様々な地球規模の課題が解決される社会は、SDGsが達成された社会でもある。

2025 ∫ʾḩ ΥϛίβϜχ

Å持続可能な開発目標（SDGs）達成への貢献

Å日本の国家戦略Society5.0の実現

2025 ∫ʾḩ πםᾝβϥάρ

「万博」では新しい技術や商品が生まれ生活が便利になる「きっかけ」となる
◆エレベーター(1853年、ニューヨーク万博)
◆電話(1876年、フィラデルフィア万博)
◆ファミリーレストラン、ワイヤレステレフォン、電気自動車、動く歩道(1970年大阪万博)
◆ICチップ入り入場券、AED、ドライミスト(2005年愛知万博)

15



1.最先端技術など世界の英知が結集し新たなアイデアを創造発信

2.国内外から投資拡大

3.交流活性化によるイノベーション創出

4.地域経済の活性化や中小企業の活性化

5.豊かな日本文化の発信のチャンス

2025 ∫ʾḩ πםᾝβϥάρ

1. 日本経済及び大阪・関西の地域経済の活性化やビジネス機会の拡大による中小企業の経営強化
により、約2兆円の経済波及効果が見込まれる。

2. 大阪・関西が世界に誇るライフサイエンス、バイオメディカルの集積が、万博のテーマに沿った新た
なイノベーションでさらに発展する。

3. 悠久の歴史・文化を誇る大阪・関西が、異なる文化との交流を通じて、さらに豊かなものとなり、世
界における圏域の認知度が向上する。

4. 日本の様々な分野における次世代の若いクリエーターが、自らの才能を世界に向けて発信できる。

5. 日本には世界で最も安全な環境、先進的な交通インフラが整備され、大阪・関西は、世界の主要都
市のどこからでも容易にアクセスできる。

ʺ ∫ʾḩ πᵫ℗βϥ χ ⅔σ

2025 ∫ʾḩ πםᾝβϥάρ
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出典：2025年大阪・関西万博
大阪府・大阪市チラシ

2025 ∫ʾḩ πםᾝβϥάρ
開催まであと150日
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2025 ∫ʾḩ πםᾝβϥάρ

ꜛ χּכ

開催まであと150日

出典：2025年大阪・関西万博
チケットセンター
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出典：2025博覧会協会HP

2025 ∫ʾḩ πםᾝβϥάρ

2025 ⁯∑ ᵓˢ ∫ʾḩ ˣχ
ỜχԁνρσϥˮἋ ϐϼиЫ˯τν
Μοʺ֫‚Ϭ ◙β
‚ἋˢJALˣσς4Ͻи˔ФΥ9Ὦ26
ʺԁ ẁϬ δσΜДЯТжϱЕχ
“ὓᵊϬ῝ ΰθʻᵓ Ϟ ∫◕ʺ
ᾫᾉ ≤◕χ Ḱϵзϯ ἋϬ ϐʻ
ӗ ₰χ ϦσςΤϣʺ ʺ Ϟ
⁯∑ ᵓẸᵓΥ ◙ΰθ “

ψᾋ ϥʻ

出典：日本経済新聞
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出典：別冊太陽日本の博覧会 平凡社2005年

昭和3年（1928年）御大典奉祝名古屋博覧会
（鶴舞公園）

中央の奉祝塔や野外劇場を中心に緑豊かな鶴
舞公園の会場で分散型の配置がなされた 20

ᾥᴒπχ ᵓχ ◊



明治43年（1910）第10回関西府県連合共進会
名古屋市の産業発展に大きく寄与した関西府県連合共進会
関西府県連合共進会は、第１回目が明治１６年に大阪市で開催されて以来、国
内の大規模博覧会として、３年おきに開催されていました。明治43年の当地開催
の趣旨は「日本全国から多くの人に名古屋に訪れていただき、当地の製品を広く
世間に知らしめ、モノづくりの発展に資する」こと。
本所も、産業発展のための一大イベントとなるよう、準備・開催にあたり尽力しま
した。県知事に対しては「大規模な博覧会にふさわしい施設となるように、名古屋
市と連携して準備に着手してほしい」と要望。その後、愛知県が打ち出した予算規
模は、前回開催の４倍にまで達し、北海道・東北・九州を除く全国からの出品物を
展示した大規模博覧会へと発展。本市の産業発展に大きく寄与しました。
出展物の中には、「豊田佐吉氏の織機」も含まれており、その評価として「構造
や性能が優秀で、欧米先進国の製品に匹敵する」と、世界的価値を有していると
の評価を受けています。
本所は開催後、意匠の優秀な出品物を撮影・出版することで、当地をはじめとす
る洗練された製品を広く世に広めました。
会場図
開 催 概 要
目 的：当地の製品を広く世間に知らしめ、モノづくりの発展に資する
会 期：明治43年3月16日～6月13日
入場者：2,632,748人
場 所：旧御器所村（現在の鶴舞公園周辺）
出品物：約129,000点
※愛知県からは、陶器、木材など各分野から10,295点が出品

出典：名古屋商工会議所のあゆみ 21

明治時代から博覧会は
「まちづくり」と連動していた。

ᾥᴒπχ ᵓχ ◊



昭和12年、約480万人という入場者を集めた名古屋汎太平洋

博覧会が開催された。当時あった港北運河に架ける橋として
博覧会のために約13万円をかけて建設され、その名も博覧会

の「平和」をとって名付けられた。親柱はアール・デコ調の装飾
を持ち、博覧会のシンボルタワーであった「平和の塔」のデザ
インを模している。博覧会会場の現地に残る唯一のものであ
る。

東邦ガス株式会社、東邦不動
産株式会社、三井不動産株式
会社、三井不動産レジデンシャ
ル株式会社は共同で、名古屋
市港区において新たなまちづく
りを進め、2015年2月に名古屋

市から都市計画決定が告示さ
れ、5月に開発許可を得たこと

から、東邦ガスグループは、基
盤整備工事に着手した。

名古屋汎太平洋平和博覧会

22
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